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確率喜+Sヮ,ん∠で2個のA乙A,に変化 し,確率言+ S妬 リ で2個のAkAlに変化する｡ここでSLj,a
･su,Lj-0,Sy,k∠≦去,sL,,k∠-S ifL≠',k-～,SLj,k∠- - S if乙-ノ･k≠∠,SLj,k∠-




















茨城大･理 浜 田 哲 夫
発芽によって増殖するイース ト細胞は,今までに産んだ娘細胞の数を,細胞壁に発芽痕(ス
カー)として記録 している｡このスカーは蛍光染料で染まるので,顕微鏡下で数えることがで














た時間,Un.(S)はn才児が S-0からS まで子供を産まないでいる確率, 再ま総人口の増加率
である｡ この場合には, n才児が単位時間あたり子供を産む確率(出産率)は時間によらない
(一般にはそうはならない)｡
@] 過渡的な非定常人口構成を求めるためには,連立微積分方程式をとく必要があり,答は
もちろん初期条件によってちがう｡ 特に興味深いのは,時間の関数としてXn/Xが減衰振動を
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